
62 mixed muses no.15

音楽学コースの歴史をふり返る
永井文音　愛知県立芸術大学大学院音楽研究科博士前期課程（音楽学）

はじめに

　「ミクスト・ミューズ」は 2006 年度に創刊され、本年度で第 15 号目を迎える。

今回、15 年という節目の年として、過去の卒業論文・修士論文・博士論文の

タイトル一覧を掲載する特集を組むことにした。あわせて、2009 年度から始

められた卒業論文パネル（詳しくは後述）も紹介する。

１． 卒業論文一覧

・1997 年度

飯島百合 ドヴォルジャークの弦楽四重奏曲

  ―中期の作品を中心に― 

高田良子 歌舞伎≪勧進帳≫の研究―劇と音楽・音との関係―

・1998 年度

荒川円 自閉症児の音楽療法

  ―重度自閉症児 4 人の治療実践を通して―

水本久美子 石川県押水町の獅子舞研究―獅子の分析を通して―

宮原靖枝 ≪ラプソディー・イン・ブルー≫の研究

  ―コンチェルトにおける大衆性―

・1999 年度

小林ひかり ベートーヴェンのピアノ作品の変遷と当時の楽器との関わり

  ―ソナタ Op. 2-3 と Op. 53 を比較して―

関本淑乃 リストの≪パガニーニ大練習曲集≫

  ―1838 年から 1851 年への変化―

「ミクスト・ミューズ」第 15 号記念特集
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・2000 年度

新井将之 ジョン・フィールドの『ノクターン』

小原道雄 18 世紀のホルン書法―協奏曲を中心に―

道下理恵 チャイコフスキーの組曲―交響曲創作との関係―

・2001 年度

衛藤真奈美 日本のニュー・ウェイブ―戸川純を中心に―

守口香江 知的障害者のための音楽療法

    

・2003 年度

鳥山頼子 プロコフィエフのオペラ《賭博者》Op.24

  ―ロシア語のデクラメーション・スタイルを中心に―

松宮圭太 スペクトル楽派の音楽

  ―トリスタン・ミュライユの『デザンテグラシオン』をめぐって

・2004 年度

川原麻衣 名古屋のわらべうた『おせんべい』

  ―伝承過程における音楽的変化―

沓名明子 チャールズ・アイヴズにおけるアメリカ的要素

  ―交響曲第 2 番を中心に―

藤代円 蜷川幸雄演出『ハムレット』（1988 年）における音楽

  ―オフィーリア狂乱の場面を中心に―

・2005 年度

成山明子 ラヴェルのオペラ『子供と魔法』

  ―坊やの心理的変化と音楽との関連性を中心に―

・2006 年度

今井千晶 ウジェーヌ・イザイ《無伴奏ヴァイオリン・ソナタ作品 27》 

  の書法―ヴァイオリン奏法の視点から―
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大野悠子 ヘンデルのオラトリオ《サウル》における借用

  ―劇的要素との関連を中心に―

・2007 年度

橋井久仁子 ヨハネス・ブラームス (1833 − 1893)《51 の練習曲》

  ―技術的特徴とピアノ曲との関連性を中心に―

森本拓也 セロニアス・モンクの音楽的特徴

  ―『ラウンド・ミッドナイト』の分析から―

・2008 年度

石原美早紀 障害児の音楽療法における音・音楽の使い方と音楽的特徴

  ―言語と動きへの働きかけを中心に―

蒲倉潤 J. シベリウスのヴァイオリン協奏曲　作品 47 に見る

  音楽様式

  ―交響曲第 2 番・第 3 番を中心とした比較・分析―

・2009 年度

近藤和真 ドビュッシーの歌曲〈星の夜〉にみるマスネの影響

今井秀謹 公立文化施設の活性化について

  ―愛知芸術文化センターを中心に―

児玉直子 ムツィオ・クレメンティ研究

  　―練習曲集《グラドゥス・アド・パルナッスム》をめぐって―

齋藤香織 日本におけるベートーヴェン受容

  ―没後 100 年記念をめぐって―

・2010 年度

片桐夏子 イタリア未来派音楽研究

  ――バリッラ・プラテッラの作品を中心に

野中亜紀 古代エジプトにおけるカイロノミスト

  ――ハンス・ヒックマンによる先行研究の検証とそれに基づく分析
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萩尾桃子 ルイ・ヴィエルヌとオルガン音楽

  ――オルガン交響曲第 3 番の分析を中心に

深堀彩香 長崎県生月島のオラショの現在

  ――歌オラショ《ぐるりよざ》の分析を通して

・2011 年度

伊藤円 レベッカ・クラーク研究―その生涯とヴィオラソナタを中心に―

槇原彩 “ 作曲家 ” 宮沢賢治の誕生―宮澤賢治全集「歌曲」の項を中心に―

・2013 年度

鈴木春香 プーランクのバレエ《牝鹿》

  ―音楽・歌詞・振付からの一考察―

畑陽子 革命後のキューバにおけるヌエバ・トローバ

  ―シルビオ・ロドリゲスの作品を中心に―

・2015 年度

石川実希 アドルフ・アダンのバレエ《ジゼル》(1841) 研究

  ―楽曲分析を中心とした音楽についての考察―

川島大輔 ジェラール・グリゼー〈部分音 Partiels〉冒頭部の分析

  ―冒頭部における音響学からの影響を中心に―

木原雅代 初期学習者のためのヴァイオリン教則本研究

  ―『鈴木鎮一ヴァイオリン指導曲集』第一巻を中心に―

佐藤さくら フィギュアスケート競技に用いられる音楽

  ―プログラムに用いられた楽曲の分析とその比較―

白井薫 シェーンベルクの音楽《幸福の手》研究

  ―その歴史的意義について―

・2016 年度

江口麻依 ヴィクトリア朝イギリスにおけるコンサートの大衆性

  ―クリスタル・パレスの土曜コンサートを例に―
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上堂薗遼 ｢ONE OK ROCK｣ 研究―日本のロック音楽史において―

杉山愛実 ミュージカル《エリザベート》の “ 宝塚化 ”

  ―ウィーン版と比較して―

辻雅滋 ジュゼッペ・ヴェルディの政治性

  ―カンタータ〈諸国民の讃歌〉（1862）のナショナリズムを中心に―

新田愛 シュニトケの多様式主義研究―アニメーション映画の視点から―

・2017 年度

植野美澪 クヌート・ニーステッドの合唱作品研究

  ――無伴奏混声合唱作品を中心に

村瀬優花 G. Ph. テレマンのオペラ研究

  ――ハンブルクで上演された作品の楽曲分析からの考察

山下哲理 組曲《展覧会の絵》におけるホロヴィッツの音楽表現に

  ついて―原曲とホロヴィッツ版の比較による考察―

・2018 年度

河村璃子 ハワイの民族舞踊フラとその音楽の変遷

  ――商業化するフラとその伝統性

永井文音 シューマン『音楽と音楽家』再考

  ――批評家としてのシューマン

・2019 年度

岡奈津実 ロシア民謡に基づくロシアの管弦楽曲

  ――チャイコフスキーを中心に
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２． 修士論文一覧

・1995 年度

加藤摩澄 ショパンのピアノ作品におけるルバート研究  

橋本百合 キャバレー音楽とオペラ―両世界大戦間のベルリンをめぐって―

・1996 年度

大西たまき シェーンベルクにおける音楽とテクストの関係

  − 12 音技法成立期の作品をめぐって―

若林憲子 グレツキにおける簡素化のプロセス

  ―初期作品から交響曲第 3 番まで―

・1997 年度

高橋美奈子 シマノフスキーのピアノ作品

  ―《メトープ》Op. 29 と《マスク》Op. 34 をめぐって―

・1998 年度

高岡千寿子 ペンデレツキのクラスター作法―＜ダヴィデの詩篇＞（1958）

  から＜ヤコブが目覚めた時＞（1974）まで―

・1999 年度

長屋純子 ドビュッシーにおける「水」―オペラ《ペレアスとメリザンド》と

  《ピアノのための前奏曲集》をめぐって―

・2000 年度

松岡裕子 プーランクのオペラ《カルメル派修道女達の対話》における 

  テキスト成立と音楽構造

    

・2001 年度

大戸薫 フォーレの音楽における「持続性」

  ―室内楽作品を中心に―
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小林ひかり グリーグの歌曲における民族性

  ―ヴィニエの詩による歌曲を中心に―

・2002 年度

四元俊江 ブラームスの≪ドイツ・レクイエム≫ Op. 45

  ―テクスト作成と音楽―

・2003 年度

多賀奈央 シューマンの＜クライスレリアーナ＞ Op. 16 と E. T. A. 

  ホフマン―初版と第 2 版の比較を通して―

中村由香里 フォーレの歌曲における詩と音楽

  ―≪ 5 つのヴェネツィアの歌≫ Op. 58 を中心に―

・2004 年度

永津香 ショパンの作品におけるノクターン的要素

    

・2005 年度

山口真季子 シューベルトの後期ソナタにおける主題と調性

・2006 年度

鳥山頼子 プロコフィエフのバレエ《ロミオとジュリエット》Op.64

  ―音楽構造の分析を中心に―

・2008 年度

大野悠子 音楽大学におけるアウトリーチ活動の必要性

  ―愛知県立芸術大学でのプログラム提案―

・2009 年度

籾山陽子 中世・ルネサンス期のイギリス世俗声楽曲のディクションの 

  分析―音楽構造と英語史の両面からのアプローチによる―
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・2011 年度

七條めぐみ ゲオルク・ムッファトの《音楽の花束》に見られる様式の混合

    

・2012 年度

深堀彩香 Music and Jesuits in Japan and Macau

  : A Historical Overview from Sixteenth Century to Eighteenth Century

宍倉奏 モーリス・ラヴェルの声楽作品研究

  ―歌曲集《シェエラザード》における詩法的一考察―

・2013 年度

八木宏之 エクトール・ベルリオーズ聖三部劇《キリストの幼時》研究

  ―テクストの視点からの再考察―

加藤希央 新美南吉が聞いた音楽

  ―安城高等女学校教員時代の日記を手がかりに―

・2016 年度

近藤広基 東海地方の学生オーケストラ楽団員の音楽活動に関する研究

  ―アンケート調査を中心に―

徐竹渓 2.5 次元ミュージカルの音楽に関する研究

  ―ミュージカル「テニスの王子様」を例として―

畑陽子 変容するレゲトン

  ―キューバ人グループ、ヘンテ・デ・ゾーナを中心に―

山本宗由 南葵音楽文庫の源流考―南紀楽堂における演奏会を中心に―

・2019 年度

所美樹 ウジェーヌ・ボザの《コンチェルティーノ》（1938）につい 

  ての一考察

  ──イベールの《コンチェルティーノ・ダ・カメラ》と比較して──

村瀬優花 18 世紀前半までのハンブルクとブラウンシュヴァイクにお 

  けるオペラ―上演の実態と両劇場の関係性
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３．博士論文一覧

・2012 年度

籾山陽子 ディクションの視点によるヘンデル《メサイア》研究 

  ―ヘンデルの歌詞付けの正当性―

・2014 年度

森本頼子 シェレメーチェフ家の農奴劇場（1775 ～ 97 年）における 

  トラジェディ・リリック上演

  ――フランス・オペラ受容からロシア・オペラの創出へ

・2015 年度

深堀彩香 音楽面からみるイエズス会の東洋宣教 ―16 世紀半ばから

  17 世紀初期におけるゴア、日本、マカオを対象として―

・2016 年度

七條めぐみ アムステルダムにおけるリュリのオペラの組曲版 

  −楽譜出版者エティンヌ・ロジェ（ 1665/66 – 1722 ）に関する歴史、 

  文献、音楽面からの研究−

４．卒業論文パネル

　3 月末に開かれる本学卒業演奏会で、音楽学コースの卒業生はロビーにて「卒

業論文パネル」の展示を行う。一般の方に向けて自身の研究について発表する

機会として、2009 年度から毎年続けられている。

　卒業論文パネルの展示では、「自分の研究対象について何も知らない相手」

にも興味を持ってもらえること、視覚的にわかりやすいことが重要である。学

内の研究発表とは異なる難しさがあるものの、過去の卒業生それぞれが、学部

3、4 年時に総合ゼミで学ぶ「インフォグラフィック」（情報やデータを視覚的

に表す方法）の知識も活かし、工夫を凝らしたパネルを作成してきた。

　次ページからは、2009 年～ 19 年の卒業演奏会で展示されたパネルから、

一部を掲載する。
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